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  樹木の新種比率評価と森林政策評価にもとづく 
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２．研究代表者氏名及び所属：

矢原徹一（九州大学大学院・理学研究院） 

３．研究実施期間：平成 28～30年度 

４．研究の趣旨・概要 

東南アジア熱帯林は世界で最も急速に消失しており、その消失を防ぐ対策が急務である。

わが国は木材や紙、パームオイル等の輸入を通じてその消失に関与しており、熱帯林保

全への貢献は国際的な責務である。本研究では野外調査、DNA判定と分類学的研究により、

東南アジア各地熱帯林の新種比率を算定し、新種比率の大きな地域を選定する。とくに

調査が遅れている企業の保護林について調査する。一方で森林政策についての調査を実

施し、新種比率が大きい地域の熱帯林について、国ごとの事情の違いを考慮した保全対

策の提案を行う。

  本研究は IPBES、アジア太平洋地域生物多様性観測ネットワーク（AP BON）、GEO BON、

CBD 愛知目標達成への貢献を意図して実施する。   

５．研究項目及び実施体制 

①樹木多様性・森林政策の評価と熱帯林保全対策の提案（九州大学）



 

 

６．研究のイメージ 

＜野外調査＞ 

 
＜新種判定＞ 

 
＜森林政策の調査と保全対策の検討＞ 
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